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あるところに 12才のエレナという少女がいました。
しかし、その少女両親は、他国に船で乗っている時に
波にのまれ亡くなってしまいました。
そして、家の近くのおはかの上にたまごらしい物をおきました。



そのたまごらしいものは、人にとりついて人を食べることがで
きる、人食いたまごでした。
それで村びとは、
「たすけてーたすけてー」とさけびました。
どんどんむら人が、食べられていきました。



しかし、たまごにたちむかう勇かんなエレナは、たちむかい
「はあ」「とう」と、キックやパンチで
エレナが人くいたまごをわり、村人と波にのまれたはずの両親
がでてきたのです。



エレナはよろこび、きせきのさいかいをはたしました。
今では 3人仲よくくらしています。
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